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　須賀学園は、昨年11月3日で創立124周年の記念日を迎えました。今後、ますます本学園
の教育実践が充実し、その取組が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させ
てゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等
女學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇
都宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生です。先生は、昭和
58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、宇都宮共和大学の
開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グランドの新設と、学園
を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場、新1号館、さらに、平成31年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学科が
新設されました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活する
ことこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、
創立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年余り、
かわらずに脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。校旗と同じ、昭和34年11月3日
に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。

　
こ
の
た
び
、
私
の
作
品
が
伝
統
あ
る
『
ひ
め
ま

つ
』
の
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。

　
表
紙
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
り
、
今
年
一
年
間

の
高
校
生
活
を
詰
め
込
ん
だ
、
楽
し
い
内
容
を
表
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
ワ
ク
ワ
ク

と
し
た
気
持
ち
で
『
ひ
め
ま
つ
』
を
手
に
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、
書
店
に
並
ぶ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、
「
お
し
ゃ

れ
か
つ
シ
ン
プ
ル
」
な
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
目
に
留

ま
る
よ
う
な
色
彩
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
『
ひ
め
ま
つ
』
の
表
紙
を
飾
っ
て
き

た
デ
ザ
イ
ン
と
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
が
、
自
分
の

「
描
き
た
い
」
を
全
力
で
詰
め
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
を
信
じ
、
日
々
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
挑
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

普
通
科
進
学
コ
ー
ス
　
　
　
　

二
年
十
一
組
　
近
藤 

健
太

表
紙
の
こ
と
ば

校 史 と 校 章◆　◆ ◆　◆
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画：２年１２組　小林 千桜





　本
校
の
全
教
室
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る

生
徒
の
生
活
目
標
で
す
。

　第
二
代
理
事
長
・
校
長
の
須
賀
友
正
先
生

は
、
そ
の
意
味
を
「
生
徒
の
一
人
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
に
本
校
生
徒
と
し
て
の
価
値
を

知
っ
て
、
そ
の
価
値
を
自
分
で
見
捨
て
て

は
い
け
な
い
と
言
う
」
こ
と
、
と
『
ひ
め

ま
つ
』
第
三
号
（
昭
和
二
十
四
年
二
月
発

行
）の
中
で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
書
は
、
本
校
教
諭
で
も
あ
っ
た
栃
木
県

を
代
表
す
る
書
家・石
川
木
魚
先
生
で
す
。）



高校生活への決意

大学の講義　新鮮な体験

期待を胸に

一日旅行5月

入学式4月

学園の四季



バドミントンバスケットボールバスケットボール

サッカー サッカー

ボッチャ

大隅重信と共に

親睦を深められた！ これが大学か！

お台場目指すぞ慶應！

ソフトテニス

卓球

スポーツフェスティバル6月



科別対抗リレー

心をひとつに

目指せ、優勝！！

音楽科ミュージカル上演（須賀栄子記念講堂大ホール）

合唱コンクール7月

創立124周年記念学校祭11月

大運動会9月

集団演技



仲間とともにハイポーズ！

修学旅行 in沖縄R6.12

修学旅行 inシンガポールR6.12

ラッフルズ卿上陸地点

野外ステージ

応援団

美ら海水族館

青い海をバックに！！

普通科中高一貫コース、特別選抜コース、音楽科はシンガポールに行ってきまし
た。国際感覚を磨く、貴重な経験となりました。

本格的な冬を前に、2年生は修学旅行に出発。現地では、12月とは思えない温暖
な気候の中、さまざまな体験を通し、友情を深めてきました。

野外ステージ

応援団

調理科展示（教育会館）
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一
年
　
　
一
組
　
　
半
田
　
　
柚
寧

一
年
　
　
十
組
　
　
石
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慶
大

一
年
　
十
三
組
　
　
山
野
井
　
玲
奈

一
年
　
十
六
組
　
　
石
戸
　
　
杏
奈

一
年
　
十
九
組
　
　
金
原
　
　
美
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一
年
　
二
十
組
　
　
川
﨑
　
　
帆
花

一
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二
十
二
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田
　
　
祐
仁

二
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平
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桃
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年
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今
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彩
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十
一
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五
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山
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作
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年
二
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三
組
　
　
吉
澤
　
真
菜
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四
度
目
の
わ
く
わ
く

一
年
十
組
の
一
ペ
ー
ジ

共
に
学
び
、
絆
を
深
め
た
一
日
旅
行

最
高
の
思
い
出

学
と
楽
の
旅
〜
絆
を
深
め
た
一
日
〜

新
た
な
発
見

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
夢
と
希
望
、
こ
こ
に
。

近
代
、
現
代
を
巡
る

将
来
へ
の
一
歩

か
け
が
え
な
い
時
間

こ
こ
に
は
書
き
記
せ
な
い
も
の

絆
深
ま
る
一
日

美
・
特
・
魅

感
情
の
水
し
ぶ
き

旅 
行 
記 

　一
日
旅
行
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グ  

想
い
人
の
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を
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ん
で

【
第
二
学
年
の
部
】
校
長
賞

　
第
一
位
　
汐
見
　
夏
衛 

著 「
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と
ま
た
出
会
え
た
ら
」
を
読
ん
で

【
第
一
学
年
の
部
】
校
長
賞

　
第
一
位
　
汐
見
　
夏
衛 

著 「
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と
ま
た
出
会
え
た
ら
」
を
読
ん
で

三
年

　
　三
組

　
　北
辰

　
　奏
子

二
年

　
　二
組

　
　小
野

　
　未
來

一
年

　
　四
組

　
　鶴
見

　玖
怜
菜
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そ
こ
に
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
十
八
万
人
を

超
え
る
「
文
学Y

ouT
uber

ベ
ル
さ
ん
の
書

斎
」
を
設
け
て
、
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
べ
ル
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
ベ
ル
さ
ん
は
、『
気
軽
に
読
書
を
楽
し
め

る
生
徒
を
増
や
し
た
い
』
と
、
熱
く
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
皆
さ
ん
の
自
習
室
の
活
用
を
大
い

に
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
期

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会
長
、
栃
木
県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
理
事
長
、
宇
都
宮
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－1－

エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
る

　
本
校
の
探
求
学
習
（Study It Y

ourself 

、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
マ
イ
ン

ド
）
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
現
役
東
大
生
の
西
岡
壱
誠
さ
ん
は
、

『
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
「
エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
り
な
さ

い
」
と
い
う
新
し
い
問
題
形
式
は
、
こ
れ
か
ら
の
英
語
を
象
徴
す
る
。』

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
大
問
で
出
題
さ
れ
、
ほ
か
の
大
問
と
比
べ
、

い
ち
ば
ん
配
点
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

問
題
（
英
文
）
あ
な
た
は
宇
宙
探
査
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
集
め
た
宇
宙
探
査
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
読
む
　

ス
テ
ッ
プ
二
　
宇
宙
探
査
に
つ
い
て
自
分
の
立
場
を
決
め
る

ス
テ
ッ
プ
三
　
追
加
の
資
料
を
使
っ
て
エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
）
を
作
成
す
る

　
西
岡
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

　『
実
際
に
エ
ッ
セ
イ
や
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
作
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
は
、
と
て
も
多
い
の
で
す
。
人
の
意
見
を
把

握
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
資
料
を
読
み
込
ん
で
、
自
分
の
意
見
を

整
理
し
て
い
く
。
か
な
り
複
雑
な
問
題
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
、
と
て

も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題
で
、
英
語
で
は
、
以
前
よ
り
も
「
書
く
」
＝

「
表
現
力
」
を
意
識
し
て
い
る
。
』
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
、
今

の
う
ち
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

問
題
文
を
理
解
す
る
能
力

　
読
解
力
の
課
題
は
、
中
学
生
や
高
校
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
Ａ
Ｉ 

ｖ
ｓ
．
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
』
の
著
者
で
、
国
立
情

報
学
研
究
所
の
新
井
紀
子
教
授
は
、

　『
小
学
生
で
ク
ラ
ス
の
九
割
は
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
め
て
い
な
い
。

国
語
や
算
数
・
数
学
、
理
科
、
社
会
の
問
題
を
「
解
く
」
能
力
を
培
う
前

に
、
問
題
文
を
理
解
す
る
日
本
語
を
読
む
力
を
涵
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
、「
汎
用
的
読
解
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
算
数
、
理
科
、
社

会
な
ど
す
べ
て
の
教
科
で
求
め
ら
れ
る
力
で
す
。
算
数
、
理
科
、
社
会
で

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
っ
た
ら
困
り
ま
す
よ
ね
？
　
文
章
に
書
い
て
あ
る

事
実
を
正
確
に
読
み
取
る
。
そ
れ
が
「
汎
用
的
読
解
力
」
で
す
。
算
数
の

計
算
問
題
は
解
け
る
の
に
、
文
章
題
に
な
る
と
わ
か
ら
な
く
な
る
子
ど
も

は
、
問
題
文
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
（
株
） LifeProm

pt 

が
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
生
成
人
工
知
能
に
解
か
せ
た
結
果
、
各
教
科
の
得
点
率
平
均
は
九

十
一
％
と
な
り
、
東
大
文
科
一
類
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
（
八
十
六
％
）
を

超
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
学
Ⅰ
Ａ
の
得
点
率
は
、
八
十
％
と
低
く
、
私

図
、
写
真
な
ど
多
く
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
、
整
理
し
、

素
早
く
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
力
が
必
要
で
す
。

　
私
が
注
目
し
た
の
は
、
昨
年
ま
で
と
異
な
り
、
国
語
の
大
問
が
一
題
追

加
さ
れ
、
試
験
時
間
が
十
分
増
え
た
こ
と
で
す
。
国
語
で
は
、
小
論
文
、

現
代
小
説
、
古
典
文
学
等
の
文
章
を
読
み
こ
な
す
力
が
な
い
と
太
刀
打
ち

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報
Ⅰ
で
は
、
学
校
生
活
な
ど
日
常
の
問
題
を
解

決
す
る
思
考
力
や
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
中
心
で
し
た
。
こ
れ
は
、

英
語
で
も
同
様
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
リ
ン
グ
と
も
に
Ｅ
メ
ー
ル
・

図
表
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
概
要
や
要
点
を
把
握
す
る
よ
う
な
、
情
報
を

読
み
取
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
一
、
二
年
生
で
も
解
け
る
問
題
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　
今
年
一
月
、
新
し
い
高
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
新
課
程
入
試
」
が
、
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
、
情
報
Ⅰ

の
新
設
や
各
教
科
の
出
題
傾
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
と
比
べ
る
と
、
知
識
や
暗
記
の
み
で
解
答
で
き
る
問
題
は
少
な
く
、

基
礎
知
識
を
理
解
し
た
う
え
で
、
実
践
的
に
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
か
を

問
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
科
目
で
も
図
表
・
グ
ラ
フ
、
地

校 

　 

長
　
　 

須
　
賀
　
英
　
之
　

は
「
問
題
文
の
理
解
力
＝
読
解
力
」
と
「
数
学
固
有
の
解
答
様
式
＝
表
現

力
」
が
追
い
付
け
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
課
程
入
試
の
た
め
の
準
備
は
、
高
校
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
集
中
的

に
暗
記
す
る
受
験
勉
強
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
、
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
や
新
聞
の
社
説
な
ど
を
読
ん
で
、「
自
ら
調
べ
、
自
ら
考
え
る

力
」
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

拾
い
読
み
を
で
き
る
だ
け
控
え
て
、
き
ち
ん
と
時
間
を
と
っ
て
自
分
の
習

慣
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
の
共
通
テ
ス
ト
は
、「
時
事
問
題
」
を
背
景
と
す
る
出
題
が
多
い
こ

と
も
特
徴
で
し
た
。
例
え
ば
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
冤
罪
事
件
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
自
分
の
頭
で

考
え
て
い
る
人
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持
ち
、
各
種
の
新
聞
の
社

説
を
読
み
く
ら
べ
て
い
た
人
に
は
、
有
利
と
な
り
ま
し
た
。

文
学 YouTuber 

ベ
ル
さ
ん
の
書
斎

　
三
月
に
、
新
し
い
職
員
室
・
自
習
室
が
正
門
前
に
完
成
し
ま
し
た
。
三

階
に
は
、
話
題
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新
刊
書
、
先
生
方
か
ら
の
推
薦
図
書
、
新
聞
な
ど
を
取

り
揃
え
、
生
徒
が
立
ち
寄
り
、
読
書
に
親
し
め
る
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

新
課
程
入
試
と
読
解
力



　
そ
こ
に
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
十
八
万
人
を

超
え
る
「
文
学Y

ouT
uber

ベ
ル
さ
ん
の
書

斎
」
を
設
け
て
、
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
べ
ル
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
ベ
ル
さ
ん
は
、『
気
軽
に
読
書
を
楽
し
め

る
生
徒
を
増
や
し
た
い
』
と
、
熱
く
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
皆
さ
ん
の
自
習
室
の
活
用
を
大
い

に
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
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ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
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卒
、
東
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大
学
経
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学
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卒
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日
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（
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調
査
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員
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副

部
長
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二
〇
〇
〇
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。
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宮
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栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
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プ
ラ
ン
策
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懇
談
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Ｉ
Ｃ
Ｅ
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摘
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、
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。
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取
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加
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の
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実
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に
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や
レ
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ト
・
論
文
を
作
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と
き
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
は
、
と
て
も
多
い
の
で
す
。
人
の
意
見
を
把

握
し
、
そ
れ
を
ベ
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ス
と
し
つ
つ
資
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を
読
み
込
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で
、
自
分
の
意
見
を

整
理
し
て
い
く
。
か
な
り
複
雑
な
問
題
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
、
と
て

も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題
で
、
英
語
で
は
、
以
前
よ
り
も
「
書
く
」
＝

「
表
現
力
」
を
意
識
し
て
い
る
。
』
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
、
今

の
う
ち
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

問
題
文
を
理
解
す
る
能
力

　
読
解
力
の
課
題
は
、
中
学
生
や
高
校
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
Ａ
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ｖ
ｓ
．
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
』
の
著
者
で
、
国
立
情

報
学
研
究
所
の
新
井
紀
子
教
授
は
、

　『
小
学
生
で
ク
ラ
ス
の
九
割
は
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
め
て
い
な
い
。

国
語
や
算
数
・
数
学
、
理
科
、
社
会
の
問
題
を
「
解
く
」
能
力
を
培
う
前

に
、
問
題
文
を
理
解
す
る
日
本
語
を
読
む
力
を
涵
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
、「
汎
用
的
読
解
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
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算
数
、
理
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、
社

会
な
ど
す
べ
て
の
教
科
で
求
め
ら
れ
る
力
で
す
。
算
数
、
理
科
、
社
会
で

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
っ
た
ら
困
り
ま
す
よ
ね
？
　
文
章
に
書
い
て
あ
る

事
実
を
正
確
に
読
み
取
る
。
そ
れ
が
「
汎
用
的
読
解
力
」
で
す
。
算
数
の

計
算
問
題
は
解
け
る
の
に
、
文
章
題
に
な
る
と
わ
か
ら
な
く
な
る
子
ど
も

は
、
問
題
文
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
（
株
） LifeProm

pt 

が
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
生
成
人
工
知
能
に
解
か
せ
た
結
果
、
各
教
科
の
得
点
率
平
均
は
九

十
一
％
と
な
り
、
東
大
文
科
一
類
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
（
八
十
六
％
）
を

超
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
学
Ⅰ
Ａ
の
得
点
率
は
、
八
十
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と
低
く
、
私

図
、
写
真
な
ど
多
く
の
資
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か
ら
必
要
な
情
報
を
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み
取
り
、
整
理
し
、

素
早
く
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
力
が
必
要
で
す
。

　
私
が
注
目
し
た
の
は
、
昨
年
ま
で
と
異
な
り
、
国
語
の
大
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が
一
題
追

加
さ
れ
、
試
験
時
間
が
十
分
増
え
た
こ
と
で
す
。
国
語
で
は
、
小
論
文
、

現
代
小
説
、
古
典
文
学
等
の
文
章
を
読
み
こ
な
す
力
が
な
い
と
太
刀
打
ち

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報
Ⅰ
で
は
、
学
校
生
活
な
ど
日
常
の
問
題
を
解

決
す
る
思
考
力
や
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
中
心
で
し
た
。
こ
れ
は
、

英
語
で
も
同
様
で
、
リ
ー
デ
ィ
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グ
・
リ
ス
リ
ン
グ
と
も
に
Ｅ
メ
ー
ル
・
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表
・
ワ
ー
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シ
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ト
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要
や
要
点
を
把
握
す
る
よ
う
な
、
情
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を

読
み
取
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
一
、
二
年
生
で
も
解
け
る
問
題
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　
今
年
一
月
、
新
し
い
高
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
新
課
程
入
試
」
が
、
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
、
情
報
Ⅰ

の
新
設
や
各
教
科
の
出
題
傾
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
と
比
べ
る
と
、
知
識
や
暗
記
の
み
で
解
答
で
き
る
問
題
は
少
な
く
、

基
礎
知
識
を
理
解
し
た
う
え
で
、
実
践
的
に
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
か
を

問
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
科
目
で
も
図
表
・
グ
ラ
フ
、
地

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

は
「
問
題
文
の
理
解
力
＝
読
解
力
」
と
「
数
学
固
有
の
解
答
様
式
＝
表
現

力
」
が
追
い
付
け
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
課
程
入
試
の
た
め
の
準
備
は
、
高
校
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
集
中
的

に
暗
記
す
る
受
験
勉
強
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
、
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
や
新
聞
の
社
説
な
ど
を
読
ん
で
、「
自
ら
調
べ
、
自
ら
考
え
る

力
」
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

拾
い
読
み
を
で
き
る
だ
け
控
え
て
、
き
ち
ん
と
時
間
を
と
っ
て
自
分
の
習

慣
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
の
共
通
テ
ス
ト
は
、「
時
事
問
題
」
を
背
景
と
す
る
出
題
が
多
い
こ

と
も
特
徴
で
し
た
。
例
え
ば
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
冤
罪
事
件
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
自
分
の
頭
で

考
え
て
い
る
人
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持
ち
、
各
種
の
新
聞
の
社

説
を
読
み
く
ら
べ
て
い
た
人
に
は
、
有
利
と
な
り
ま
し
た
。

文
学 YouTuber 

ベ
ル
さ
ん
の
書
斎

　
三
月
に
、
新
し
い
職
員
室
・
自
習
室
が
正
門
前
に
完
成
し
ま
し
た
。
三

階
に
は
、
話
題
の
新
刊
書
、
先
生
方
か
ら
の
推
薦
図
書
、
新
聞
な
ど
を
取

り
揃
え
、
生
徒
が
立
ち
寄
り
、
読
書
に
親
し
め
る
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

大学入学共通テスト「国語」

「歴史総合・日本史探求」



　
そ
こ
に
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
十
八
万
人
を

超
え
る
「
文
学Y

ouT
uber

ベ
ル
さ
ん
の
書

斎
」
を
設
け
て
、
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
べ
ル
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
ベ
ル
さ
ん
は
、『
気
軽
に
読
書
を
楽
し
め

る
生
徒
を
増
や
し
た
い
』
と
、
熱
く
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
皆
さ
ん
の
自
習
室
の
活
用
を
大
い

に
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
期

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会
長
、
栃
木
県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
理
事
長
、
宇
都
宮
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－3－

エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
る

　
本
校
の
探
求
学
習
（Study It Y

ourself 

、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
マ
イ
ン

ド
）
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
現
役
東
大
生
の
西
岡
壱
誠
さ
ん
は
、

『
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
「
エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
り
な
さ

い
」
と
い
う
新
し
い
問
題
形
式
は
、
こ
れ
か
ら
の
英
語
を
象
徴
す
る
。』

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
大
問
で
出
題
さ
れ
、
ほ
か
の
大
問
と
比
べ
、

い
ち
ば
ん
配
点
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

問
題
（
英
文
）
あ
な
た
は
宇
宙
探
査
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
集
め
た
宇
宙
探
査
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
読
む
　

ス
テ
ッ
プ
二
　
宇
宙
探
査
に
つ
い
て
自
分
の
立
場
を
決
め
る

ス
テ
ッ
プ
三
　
追
加
の
資
料
を
使
っ
て
エ
ッ
セ
イ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
）
を
作
成
す
る

　
西
岡
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

　『
実
際
に
エ
ッ
セ
イ
や
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
作
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
は
、
と
て
も
多
い
の
で
す
。
人
の
意
見
を
把

握
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
資
料
を
読
み
込
ん
で
、
自
分
の
意
見
を

整
理
し
て
い
く
。
か
な
り
複
雑
な
問
題
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
、
と
て

も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題
で
、
英
語
で
は
、
以
前
よ
り
も
「
書
く
」
＝

「
表
現
力
」
を
意
識
し
て
い
る
。
』
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
、
今

の
う
ち
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

問
題
文
を
理
解
す
る
能
力

　
読
解
力
の
課
題
は
、
中
学
生
や
高
校
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
Ａ
Ｉ 

ｖ
ｓ
．
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
』
の
著
者
で
、
国
立
情

報
学
研
究
所
の
新
井
紀
子
教
授
は
、

　『
小
学
生
で
ク
ラ
ス
の
九
割
は
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
め
て
い
な
い
。

国
語
や
算
数
・
数
学
、
理
科
、
社
会
の
問
題
を
「
解
く
」
能
力
を
培
う
前

に
、
問
題
文
を
理
解
す
る
日
本
語
を
読
む
力
を
涵
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
、「
汎
用
的
読
解
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
算
数
、
理
科
、
社

会
な
ど
す
べ
て
の
教
科
で
求
め
ら
れ
る
力
で
す
。
算
数
、
理
科
、
社
会
で

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
っ
た
ら
困
り
ま
す
よ
ね
？
　
文
章
に
書
い
て
あ
る

事
実
を
正
確
に
読
み
取
る
。
そ
れ
が
「
汎
用
的
読
解
力
」
で
す
。
算
数
の

計
算
問
題
は
解
け
る
の
に
、
文
章
題
に
な
る
と
わ
か
ら
な
く
な
る
子
ど
も

は
、
問
題
文
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
（
株
） LifeProm

pt 

が
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
生
成
人
工
知
能
に
解
か
せ
た
結
果
、
各
教
科
の
得
点
率
平
均
は
九

十
一
％
と
な
り
、
東
大
文
科
一
類
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
（
八
十
六
％
）
を

超
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
学
Ⅰ
Ａ
の
得
点
率
は
、
八
十
％
と
低
く
、
私

図
、
写
真
な
ど
多
く
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
、
整
理
し
、

素
早
く
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
力
が
必
要
で
す
。

　
私
が
注
目
し
た
の
は
、
昨
年
ま
で
と
異
な
り
、
国
語
の
大
問
が
一
題
追

加
さ
れ
、
試
験
時
間
が
十
分
増
え
た
こ
と
で
す
。
国
語
で
は
、
小
論
文
、

現
代
小
説
、
古
典
文
学
等
の
文
章
を
読
み
こ
な
す
力
が
な
い
と
太
刀
打
ち

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報
Ⅰ
で
は
、
学
校
生
活
な
ど
日
常
の
問
題
を
解

決
す
る
思
考
力
や
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
中
心
で
し
た
。
こ
れ
は
、

英
語
で
も
同
様
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
リ
ン
グ
と
も
に
Ｅ
メ
ー
ル
・

図
表
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
概
要
や
要
点
を
把
握
す
る
よ
う
な
、
情
報
を

読
み
取
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
一
、
二
年
生
で
も
解
け
る
問
題
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　
今
年
一
月
、
新
し
い
高
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
新
課
程
入
試
」
が
、
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
、
情
報
Ⅰ

の
新
設
や
各
教
科
の
出
題
傾
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
と
比
べ
る
と
、
知
識
や
暗
記
の
み
で
解
答
で
き
る
問
題
は
少
な
く
、

基
礎
知
識
を
理
解
し
た
う
え
で
、
実
践
的
に
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
か
を

問
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
科
目
で
も
図
表
・
グ
ラ
フ
、
地

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

は
「
問
題
文
の
理
解
力
＝
読
解
力
」
と
「
数
学
固
有
の
解
答
様
式
＝
表
現

力
」
が
追
い
付
け
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
課
程
入
試
の
た
め
の
準
備
は
、
高
校
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
集
中
的

に
暗
記
す
る
受
験
勉
強
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
、
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
や
新
聞
の
社
説
な
ど
を
読
ん
で
、「
自
ら
調
べ
、
自
ら
考
え
る

力
」
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

拾
い
読
み
を
で
き
る
だ
け
控
え
て
、
き
ち
ん
と
時
間
を
と
っ
て
自
分
の
習

慣
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
の
共
通
テ
ス
ト
は
、「
時
事
問
題
」
を
背
景
と
す
る
出
題
が
多
い
こ

と
も
特
徴
で
し
た
。
例
え
ば
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
冤
罪
事
件
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
自
分
の
頭
で

考
え
て
い
る
人
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持
ち
、
各
種
の
新
聞
の
社

説
を
読
み
く
ら
べ
て
い
た
人
に
は
、
有
利
と
な
り
ま
し
た
。

文
学 YouTuber 

ベ
ル
さ
ん
の
書
斎

　
三
月
に
、
新
し
い
職
員
室
・
自
習
室
が
正
門
前
に
完
成
し
ま
し
た
。
三

階
に
は
、
話
題
の
新
刊
書
、
先
生
方
か
ら
の
推
薦
図
書
、
新
聞
な
ど
を
取

り
揃
え
、
生
徒
が
立
ち
寄
り
、
読
書
に
親
し
め
る
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

国語

大学入学共通テストの
生成ＡＩ得点率

　94％
英語リーディング 　98％
英語リスニング 　93％
数学ⅠA 　80％
数学ⅡＢＣ 　93％
歴史総合、
世界史研究 　97％

歴史総合、
日本史研究 　79％

平　均 約91％

地学基礎 　92％
生物基礎 　94％
情報Ⅰ 　92％

※ライフプロンプトが米オープンAIの
　「o1」を使って回答

ごきげんよう！
文学YouTuberベルさん
小説の書評を中心に、読書の魅力を
伝える動画クリエイター。
2015年YouTubeチャンネル開設。
宇都宮市在住。2児の母。



「
ひ
め
ま
つ
」
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十
九
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非
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七
年
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発
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